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はじめに
1． ATが主体的に企画運営を行う．ATの主な仕事は数電機クリニックを推進し発展させることである．
・（連携助教・システム運営部門教員が数電機クリニックのアドバイザーとなる）
2． 開催日程：毎週４・５限に開催（都合の悪い場合は別途相談）
3． 実施例：(1)テーマを設定しATが講演を行う．(2)数電機クリニック参加者の個別の相談にのる．(3)横断プロジェクトのグループ作りなど横断プロジェクト活性化のアシスト．(4)学内（外）の教員（講師）に特定テーマについての講演をお願いする．など．その他良いアイデアがあれば躊躇せずクリニック活動に取り入れて下さい．
4． ATは全員原則的に毎回出席する．（最初はAT同士の話し合いの場でもよいと思っています．）
5． クリニック運用規定（案：実施状況を見て，効率よく運用が出来るように変更もあり得ます．）
· クリニックの各開催日において２名の担当者を決めておき，それぞれの担当者がクリニック実施報告書に記入を行う．
· 最初に担当者のシフトを作成し下記メールアドレスに送付すること．ここで作成されたシフトは予定なので，急に都合が悪くなった場合はAT間の相談により交代が可能である．（交代が行われる場合には下記メールアドレスに連絡を入れて下さい．）
· 実施に関してはmanabaなどを活用し周知を行う．
· 報告書は別紙の様式を用いる．
· クリニック開催時には毎回参加者人数を確認し，報告書に記入する．また，講演会等が実施される場合には参加者に別紙の様式に記入を行ってもらう．
· 報告書・参加者名簿のファイルをクリニックの開催された翌週の月曜日までに，下記アドレスに送付すること．（連携助教，システム運営部門教員，GP事務室に送付されます）
※数電機クリニック運営連絡用アドレス：mem-clinic@com.eei.metro-u.ac.jp

6． その他ATの業務
i. 数電機クリニックの広報活動を自主的に行い，クリニックの参加者増加に努める．受動的な活動ではなく，能動的なクリニック活動であることを意識して下さい．（たとえば，実施案内のチラシ作成など自主的に行って下さい．）
· 教員の協力が必要な場合には相談にのります．
ii. manabaの活用を推進する．例えば，特定テーマを設定したときのクリニックにおいて参加できなかった人のために資料などをmanabaに置くなど．（その他オンラインにおいても是非活発な数電機クリニック活動を推進して下さい．manabaの機能改善に関しては相談にのります．）
iii. 今後想定されるATの活動（必ず実施するわけではありません．）
・†数電機クリニックの推進・コーディネーター，†（修士）横断プロジェクトの推進アドバイザー，連携セミナー等の企画に参加，横断講義のチューター（†は実施の確率が高いと想定されるものです．）
自由議論
(1)自己紹介，数電機クリニック活動に関するイメージなど
(2)運用ポリシーなどについて
(3)特定テーマの設定
テーマの例：
1． 電気で使われる数学、機械で使われる数学、工学モデルから発展した数学
2． 数学・電気・機械それぞれのカリキュラム
3． コースごとの学生・院生生活、キャリアパスの実際
4． ポスターの効果的な作り方
5． TeXの技術（色の入れ方、図の入れ方、Beamerによる発表方法とその工夫事例など）
6． 効果的なプレゼンとは：実例と議論
7． 英語による研究発表の準備事例
8． 海外研究集会への参加の仕方
9． 英語論文の書き方と決まり文句
10． 数学相談、プログラミング相談
11． 離散数学に使えるやさしい集合論入門、その他連続講座
12． CAD室の利用の手引きと活用方法
13． 懇親会
(4)その他
